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塩尻市企画政策部企画課

企業版ふるさと納税制度の概要

 地方公共団体が行う地方創生の取組みに対する企業の寄附について、法人関係税を最大９割税額控除する制度。
 令和７年度税制改正において、制度改善策※を講じることを前提に適用期限が３年間(令和９年度まで)延長された。

出典：内閣府企業版ふるさと納税ポータルサイト※地方公共団体におけるチェック機能の強化、寄付活用事業の実施状況の透明化など

※本社が所在する地方公共団体への寄付は対象外
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企業版ふるさと納税制度のメリット

 地方公共団体としては、地方創生プロジェクトの推進に向けた資金調達が広く期待できるほか、企業としては、税額控除という経
済的メリットに加え、企業のPR、地域資源を活用した新たな事業展開を期待できる制度。

 寄付を契機に企業と連携協定する例や、寄付活用事業の企画立案段階から企業が参画する例もあり、企業版ふるさと納税の活用
を通じ、様々な形で自治体と企業のパートナーシップが構築される。

出典：内閣府企業版ふるさと納税ポータルサイト

地方公共団体の
メリット

 地方創生プロジェクトへの資金調達がで
きる

 地域の魅力アピールや地域経済の活性化、
地域の認知度向上

 関係人口の創出・拡大

企業の
メリット

 SDGsやESG
※
への寄与

 企業のPR
 地方公共団体との新たなパートナシップ

の構築
 事業参加（人材派遣型）の活用による社

員の人材育成
 地域資源を活用した新たな事業展開

※ESGとは、環境(E: Environment)、社会(S: Social)、ガ
バナンス(G: Governance)の英語の頭文字を合わせた言葉
であり、 企業が長期的に成長するためには、経営におい
てESGの3つの観点が必要だという考え方
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計画の概要と実績

塩尻市における地域再生計画の名称

「多彩な暮らし、叶えるまち。－田園都市しおじり－」～まち・ひと・しごと創生～
塩尻市地域再生計画

総合計画の基本目標（ありたい姿） 数値目標

概要

 若者や子育て世代の定住促進や出生率の向上に向けた結婚・出産・子育
ての取組みを推進する等、選ばれる地域となる施策を積極的に展開する。

 将来の定住人口を増やすため、多くの人が働き、学ぶ場としての特徴や、
交通利便性、観光、芸術文化、スポーツ等の本市の強みを最大限に生か
し、賑わいを創出することで、本市を訪れる人や関わりを持つ人の増加
を目指す。

９つの基本目標

・基本目標①：一人ひとりや家族の多様性についての理解のもと、家庭環境によらず子どもと家族が応援され、安心して暮らせるまち
・基本目標②：子どもたちがワクワクする学びを自ら発見できるとともに、友人や関わる人たちと共感でき、「塩尻に帰ってきたい」と思う体験ができるまち
・基本目標③：一人ひとりが日常を離れ好きな活動で自身と次世代の笑顔溢れる豊かな生活をつくり、このことが新たなつながりを生んでいるまち
・基本目標④：塩尻に魅力と価値を見出す人たちがつながり、喜びと誇りを持ちながら働き、多様で付加価値の高い事業・商品・サービスを支えているまち
・基本目標⑤：生活や経済活動で、エネルギーをはじめ調達可能な資源が活用されて生活の充実や楽しみになっているまち
・基本目標⑥：市民と行政がともに「自分事」ではじめる取り組みが、多様な人材や組織をひきつけ、共創が加速しているまち
・基本目標⑦：ゆるやかなつながりと、感謝が循環する「お互い様文化」で暮らしを支え合い、困りごとの解決に寄り添えるまち
・基本目標⑧：一人ひとりが健康や老い、障がい等それぞれの特性に向き合いながら、自らの健康を守ることや周りに対してできることを考えた活動によって、

日常生活を自立して送ることができるまち
・基本目標⑨：安定した都市インフラの上で、まちで活動したくなる仕掛けが充実するとともに、災害等から生活を守り、いち早く日常を取り戻す備えができて

いるまち
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(第六次総合計画における９つのありたい姿と一致)
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計画の概要と実績

令和６年度の実績

寄付法人名 目的・充当事業

People Trees
合同会社

 ⑥市民と行政がともに「自分事」ではじめる取り組みが、多様な人材や組織をひきつけ、
共創が加速しているまち事業の「協働のまちづくり推進事業」に賛同したため

株式会社
テレビ松本

ケーブルビジョン

 ⑨「安定した都市インフラの上で、まちで活動したくなる仕掛けが充実するとともに、
災害等から生活を守り、いち早く日常を取り戻す備えができているまち事業」のうち
「小坂田公園再整備事業」（屋内アスレチックの見守りベンチ5台）に賛同したため

 ③「一人ひとりが日常を離れ好きな活動で自身と次世代の笑顔溢れる豊かな生活をつく
り、このことが新たなつながりを生んでいるまち事業」のうち「市民スポーツ振興事
業」（前田大然選手とサンコーグリーンフィールドでボールを蹴ろう）に賛同したため

寄付金額

１０万

非公表

非公表
 ⑨「安定した都市インフラの上で、まちで活動したくなる仕掛けが充実するとともに、

災害等から生活を守り、いち早く日常を取り戻す備えができているまち事業」のうち、
「自動運転事業」に賛同したため

非公表

塩尻市ホームページで公表

 塩尻市の公式ホームページで、寄付をいただいた企業の実績等(公表可能企業)を紹介し、制度の周知や企業のPRを行っている。
 今後も寄付をいただいた事業の効果的な推進を図りつつ、他の地方創生事業への制度活用を目指し制度周知を強化していく。
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令和７年度の新たな取組み

【目的】
当該業務を委託した事業者独自のネットワークやノウハウを活用し、企業版ふるさと納税による寄付を獲得し、積極的な財源確保を目指す。

塩尻市企業版ふるさと納税マッチング支援業務の活用

マッチング支援
事業者

マッチング支援
事業者
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